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北薩地域振興局保健福祉環境部発行

注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10 .0 21 23 3 .2 9 31 10 2 .00 ↓ －

RS － － － - 1 0 .25 － 18 4 1 .33 ↓ －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － - 4 1 .0 0 － 3 2 0 .67 ↓ －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 12 16 4 .0 0 － 21 13 4 .33 ↓ －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 43 59 14 .75 － 5 10 3 .33 －

水痘 2 .0 1 .0 1 .0 4 3 0 .7 5 ↓ － 1 1 0 .33 → －

手足口病 5.0 2 .0 － - - - → － - - - → －

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － - 1 0 .2 5 － 1 - - ↓ －

突発性発疹 － － - 1 2 0 .50 － 1 1 0 .33 → －

ヘルパンギーナ 6 .0 2 .0 － - - - → - - - - → －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 - 1 0 .2 5 - 1 1 0 .33 → -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － - - － → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 7 8 8 .0 0 ◎

細菌性髄膜炎 － － － - - － → － - - - → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － - - - → －

マイコプラズマ肺炎 － － － - - - → － - - - → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － - → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － - - － → － - - - → －

インフルエンザ
入院報告

－ － － - 1 － 1 - ↓ －

－ － － 88 119 83 42 ↓

出水保健所管内

警　報
注意報

今週
報告数
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増 減

警　報
注意報

前 週
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定点
報告数

川薩保健所管内

前週
報告数
（人）

警報レベル

定点報告数

＜注意報・警報＞
　・川薩保健所管内　　流行性角結膜炎（警報３週連続継続中）
　・出水保健所管内　　なし

＜全数報告＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　結核（患者　２件）

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等）＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

＜風しん・麻しん情報＞
　・風しん（全国累積　9週時点：７６８名）
　・麻しん（全国累積　9週時点：２８５名）
　　流行地域：東京都，神奈川県，千葉県で流行していますので，旅行時は感染に注意してください。
　　また，本日，麻しん，風しんに関する注意喚起を行っております。（別添参照）
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５類定点把握疾患

○インフルエンザ
【警報開始基準値 ３０．０， 警報終息基準値 １０．０， 注意報基準値 １０．０】

（第１０週は川薩・出水のみ掲載）

第１０週のインフルエンザの発生状況は，
川薩保健所管内からは２３名（定点当たり報告

数 3.29）の報告がありました。

出水保健所管内からは１０名（定点当たり報告
数 2.00）の報告がありました。

疾病別各保健所定点当たり報告 直近10w分（男女合計）

1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 9週 10週
内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 27.86 75.57 81.57 59.00 39.86 38.71 10.14 4.29 3.00 3.29

　ＲＳウイルス感染症 - - 0.50 - - - 0.25 - - - - 0.25

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 0.75 0.50 0.25 0.50 0.25 1.50 0.50 1.50 - 1.00

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 1.25 5.75 6.00 5.75 3.50 8.50 4.50 4.00 3.00 4.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 3.50 7.50 8.75 3.25 4.25 6.50 5.50 9.00 10.75 14.75

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.75 0.25 0.25 - 1.00 - 0.25 1.75 1.00 0.75

　手足口病 5.00/2.00 - - - - - - - - - - -

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - - - - - 0.25 - - 0.25

　突発性発疹 - - - 0.50 0.50 0.75 0.50 - - 0.50 0.25 0.50

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - - - - - - - - - - -

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - - - 0.25 - - - - 0.25

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - - - - - - - - - - -

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - 8.00 10.00 2.00 14.00 10.00 7.00 1.00 9.00 7.00 8.00

細菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - - - - - - - -

1週 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 9週 10週
内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 16.80 61.40 42.40 38.80 34.60 18.60 9.60 6.80 6.20 2.00

　ＲＳウイルス感染症 - 0.67 - 0.33 - 0.33 0.33 0.33 0.33 6.00 1.33

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - - 1.00 0.33 0.33 0.33 0.33 1.33 0.33 1.00 0.67

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 0.67 2.33 0.67 2.00 2.00 2.33 2.33 4.00 7.00 4.33

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 3.67 4.00 1.33 3.33 4.00 2.00 1.67 2.67 1.67 3.33

　水痘 2.00/1.00 1.00 - 0.33 - 0.33 0.33 1.00 0.33 0.67 0.33 0.33

　手足口病 5.00/2.00 - - - - - - - - - - -

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - - - 0.33 - - 0.67 0.33 -

　突発性発疹 - - - - - 0.33 0.33 - - 1.33 0.33 0.33

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - - - - - - - - - - -

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 - - - - - - - - 0.33 0.33

細菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - 1.00 - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - - - - - - - - - - -
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○感染性胃腸炎について
【警報開始基準値 ２０．０， 警報終息基準値 １２．０】

（第１０週は川薩・出水のみ掲載）

第１０週の感染性胃腸炎の発生状況は，
川薩保健所管内からは５９名（定点当たり報告
数 14.75）の報告がありました。

出水保健所管内からは１０名（定点当たり報
告数 3.33）の報告がありました。

（注意報・警報）

○水痘について
【警報開始基準値 ２．０， 警報終息基準値 １．０， 注意報１．０】

（第１０週は川薩・出水のみ掲載）

第１０週の水痘の発生状況は，
川薩保健所管内から３名（定点当たり報告

数 0.75）の報告があり注意報基準値 1.00を
下回りました

出水保健所管内からの報告は１名（定点当
たり報告数 0.33）の報告がありました。

○流行性角結膜炎について
【警報開始基準値 ８．０， 警報終息基準値 ４．０】

（第１０週は川薩のみ掲載）

第１０週の流行性角結膜炎の発生状況は，
川薩保健所管内からは８名（定点当たり報告
数 8.00）の報告があり，警報が３週連続継続
中です。



麻しん・風しんに関する注意喚起

麻しん及び風しんの患者数が一部地域で増加しています。今後，春休み等で人の移動

が活発になることから，広範な地域において患者が発生する可能性があります。

●住民の皆様へ

発熱や発しんなどの麻しんや風しんを疑う症状がある場合には，麻しん風しんの疑い

があることをかかりつけ医又は医療機関に電話等で伝え，受診の要否や注意点を確認し

てから，その指示に従ってください。また，医療機関へ移動する際は，周囲の方への感

染を防ぐためにもマスクを着用し，公共交通機関の利用を可能な限り避けてください。

●医療機関の皆様へ

発熱や発しんを呈する患者を診察した際は，麻しん又は風しんの可能性を念頭に置き，

海外渡航歴や国内旅行歴を聴取し，罹患歴や予防接種歴を確認するなど，麻しん及び風

しんを意識した診療を行っていただくようお願いします。

また，麻しん又は風しんと診断した場合には，直ちに保健所へ届け出ていただくよう

お願いします。

麻しん 風しん

潜伏期間 主に８～１２日 主に１６～１８日

感染経路 空気感染，飛沫感染，接触感染 飛沫感染，接触感染

人に感染さ 発熱出現前日から解熱後３日を経 発しん出現７日前から出現後７日

せる可能性 過するまで。感染力が最も強いのは，頃まで

のある期間 発しん出現前の数日間。

症 状 発熱や咳，鼻水といった風邪のよ 発熱，発しん，リンパ節の腫れ。

うな症状が現れ，２～３日熱が続い 症状は子どもでは比較的軽いが，ま

た後，39℃以上の高熱と発しんが出 れに脳炎，血小板減少紫斑病などの

現する。肺炎や中耳炎を合併しやす 合併症が2000～5000人に１人くらい

く，患者1000人に１人の割合で脳炎 の割合で発生する。大人がかかると，

が発症すると言われている。 発熱や発しんの期間が長く，関節痛

がひどいことが多い。

予 防 麻しん風しん混合（ＭＲ）生ワクチンの接種


